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9
月
定
例
会
の
概
要

一般会計・特別会計・水道事業会計の 歳入総額69億5633万円、歳出総額68億708万円となり、
全会計の黒字額は、1億4924万円と なった。
実質公債費率は6.6ポイントになり、 昨年より1.4ポイント上がった。
引き続き、実質公債費率の抑制を求める。

介護予防・生活支援
拠点整備事業

1億3362万9000円

海外販路開拓等
推進事業

491万4000円

プレミアム事業補助金
700万円

多面的機能支払
交付金事業
6349万1616円

学校施設
大規模改修工事
4272万4800円

商業活用エリア事業
6522万2280円

◦新設の地域高齢者支えあい拠点施設…滝沢・広津・3丁目
◦改築の地域高齢者支えあい拠点施設…豊町・相道寺

国の福祉空間整備事業で平成28年
度までに地域高齢者支えあい拠点施
設を町内11か所に整備し、地域の介
護予防活動に活用した。

農産物(米・日本酒・ワイン等)の輸出
に関するデータ分析など、安曇野市、
松川村と連携して検討した。

◦20％を付加した商品券3,000セット（36,000枚）販売、換金率
99.84％

　大型店の利用率は33％で地元事業者の利用促進になった。

◦農家と非農家の協力で農業生産基
盤を守る取り組み
農地の維持、水路、農道などの改修、
水路清掃など。

◦池田小学校の体育館床塗装、ステージ照明
器具の LED 化、飛散防止フィルム貼り

◦会染小学校の照明器具の LED 化、飛散防止
フィルム貼り

◦高瀬中学校の飛散防止フィルム貼り

◦旧アップルランド跡地購入・既存家屋の解体

新設　三丁目公民館

力を合わせて農道の草刈り(渋南地区)

ピカピカに整備された校舎
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9月定例会は、9月7日から21日
まで開かれた。28年度決算の認

定6件、29年度補正予算など議案13件を審議し、認定、
議決した。陳情3件を審議し、1件は採択し、国、県の関
係機関に意見書1件を提出した。2件は継続とした。

9月定例会の概要

平 成 2 8 年 度 の 主 な 事 業



9
月
定
例
会
の
概
要

一般会計・特別会計・水道事業会計の 歳入総額69億5633万円、歳出総額68億708万円となり、
全会計の黒字額は、1億4924万円と なった。
実質公債費率は6.6ポイントになり、 昨年より1.4ポイント上がった。
引き続き、実質公債費率の抑制を求める。

28年度 町のお金（一般会計予算）は
どのように入り、使われたの？
28年度 町のお金（一般会計予算）は
どのように入り、使われたの？

歳出決算額47億9千万を
年支出479万円として

1世帯当たり 120万円
町民1人当たり 47万円

歳入決算額48億6千万を
年収入486万円として

1世帯当たり 122万円
町民1人当たり 48万円

年間支出 479万円 年間収入 486万円 

借金（町債）
50万円

その他（各種交付金など）
25万円

自宅改造費
（建物事業費、維持補修費）
102万円

ローン返済（公債費）
49万円

貯金（積立金）
3万円

子どもへの仕送り
（他会計繰り出し金）
130万円

生活費
（人件費、物品購入費、扶助費など）
195万円

給料（町税、使用料など）
105万円

配偶者パート代
（財産収入、寄付金など）
26万円

親からの仕送り
（地方交付税、国・県支出金）
280万円

池田さん家（仮称）の家計池田さん家（仮称）の家計
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平成28年度

決　算

一口メモ
＊一般会計：特別会計に属さない、福祉・教育・

防災などの広い町民サービスの会計
＊特別会計：工場誘致、国民健康保険、後期高齢

者医療、下水道事業、簡易水道事業の会計
＊実質公債比率：全会計の借金返済額 ( 公債費 )

が標準財政規模 ( 町収入 ) に対する比率

〈表紙〉

＝中秋の名月にちなんでの「お月見会」＝

秋の収穫に感謝し、つきたての大きな鏡餅を
飾った。ススキや秋の七草、お箸に見たてた
大根などが添えられた。



平
成
28
年
度

予
算
決
算
特
別
委
員
会

で
進
ん
で
い
な
い
が
、
健
診

結
果
を
見
な
が
ら
個
別
に
対

応
し
て
い
く
。
食
生
活
改
善

推
進
員
の
高
齢
化
が
進
み
現

在
30
人
ほ
ど
で
、
年
間
1

人
増
え
れ
ば
良
い
と
こ
ろ
で

あ
る
。

さ
れ
る
。
町
は
生
活
習
慣
改

善
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。
食
生
活
改
善
推
進
員

の
力
が
大
切
だ
が
、
高
齢
化

し
会
員
が
減
少
し
て
い
る
。

町
の
対
応
は
。

答　

ヤ
ン
グ
健
診
は
横
ば
い

問　

27
年
度
広
津
地
区
で
土

砂
災
害
移
住
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
成
し
、避
難
訓
練
を
し
た
。

陸
郷
地
区
で
や
っ
て
い
な
い

が
ど
う
す
る
の
か
。

答　

陸
郷
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は

作
成
中
で
あ
る
。

問　

町
営
バ
ス
運
行
協
力

金
に
つ
い
て
、
安
曇
野
市

へ
協
力
金
の
申
し
入
れ
を

行
っ
た
か
。

答　

申
し
入
れ
る
か
町
で
精

査
す
る
。

問　

災
害
対
策
の
備
品
に
発

電
機
9
台
あ
る
が
、
年
に

1
、2
回
使
用
し
な
い
と
い

ざ
と
い
う
と
き
に
使
え
な
い

可
能
性
が
あ
る
。
防
災
の
イ

ベ
ン
ト
で
貸
し
て
ほ
し
い
と

い
う
声
が
あ
る
が
ど
う
か
。

答　

使
用
内
容
を
聞
い
て
貸

出
し
を
し
て
い
く
。

問　

元
気
づ
く
り
事
業

5
2
1
万
円
は
、
補
助
は

す
る
が
、
報
告
が
一
部
で
成

果
が
見
え
な
い
。
他
の
自
治

会
に
わ
か
る
よ
う
発
表
す
る

機
会
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
で
公
開
の
場
を
設
け
て
は

ど
う
か
。

答　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹

介
し
て
い
る
が
、
発
表
機
会

を
検
討
し
た
い
。

問　

移
住
定
住
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
「
売
却
、
賃
貸
の
予
定

な
し
」
が
64
件
あ
る
が
、
リ

ス
ト
か
ら
外
さ
ず
い
つ
で
も

連
絡
で
き
る
対
応
が
さ
れ
て

い
る
か
。

答　

自
治
会
長
に
改
め
て
意

向
調
査
を
行
い
、
空
き
家
リ

ス
ト
を
作
成
し
て
い
る
。
時

代
の
変
化
に
伴
い
利
活
用
で

き
る
よ
う
、
情
報
の
把
握
に

努
め
て
い
き
た
い
。

問　

予
防
費
の
は
つ
ら
つ
ス

タ
ン
プ
事
業
4
0
0
人
達

成
は
大
き
い
が
、
40
歳
か
ら

70
歳
ま
で
幅
が
あ
り
、
平
均

的
に
ど
の
く
ら
い
が
タ
ー

ゲ
ッ
ト
か
知
り
た
い
。ま
た
、

20
歳
の
歯
科
検
診
事
業
結
果

で
利
用
率
19
．
5
%
の
評

価
を
聞
き
た
い
。

答　

は
つ
ら
つ
ス
タ
ン
プ
事

業
は
60
歳
か
ら
70
歳
が
ほ
と

ん
ど
で
、
40
歳
か
ら
50
歳
が

少
な
か
っ
た
。
ま
た
、
20
歳

の
歯
科
検
診
受
診
率
は
低
い

と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
検

討
課
題
と
す
る
。

問　

ヤ
ン
グ
健
診
で
男
性
は

L
D
L
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、

女
性
は
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
エ
ー

ワ
ン
シ
ー
の
値
が
高
く
憂
慮

健
康
福
祉
課
関
係
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企
画
政
策
課
関
係

総
務
課
関
係

いざという時に備えて防災訓練

はつらつスタンプカード

住
民
課
関
係



予
算
決
算
特
別
委
員
会

問　

ハ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
地
域
住
民
に
浸
透

さ
せ
、
ど
う
進
め
る
の
か
見

え
て
こ
な
い
。
和
風
ハ
ー
ブ

を
食
生
活
に
つ
な
げ
て
い
け

な
い
か
。

答　

町
民
対
象
の
ト
レ
ー

ナ
ー
育
成
も
こ
れ
か
ら
行

う
。
和
風
ハ
ー
ブ
の
山

さ
ん
し
ょ
う椒
、

よ
も
ぎ
等
の
身
近
な
も
の
を

食
生
活
に
取
り
入
れ
る
こ
と

を
指
導
し
て
い
く
。

問　

主
任
保
育
士
3
人
全

員
が
嘱
託
職
員
で
あ
る
が
、

正
規
職
員
に
す
べ
き
で
は
な

い
か
。
ま
た
、
臨
時
職
員
の

雇
用
契
約
は
1
年
で
、
フ

ル
タ
イ
ム
の
人
も
い
る
の
で

複
数
年
に
し
、
待
遇
改
善
が

必
要
と
考
え
る
が
。

答　

主
任
保
育
士
は
20
年
以

上
経
験
の
あ
る
人
を
登
用
し

て
い
る
。
29
年
度
は
会
染
保

育
園
に
主
任
保
育
士
の
1

人
を
正
規
職
員
で
配
置
し
、

池
田
保
育
園
は
臨
時
の
主
任

保
育
士
2
人
で
対
応
し
て

い
る
。
ま
た
、
臨
時
職
員
は

す
べ
て
1
年
契
約
で
あ
る
。

安
心
し
て
働
く
た
め
に
複
数

契
約
や
待
遇
改
善
は
必
要
と

考
え
て
い
る
。

問　

農
用
地
利
用
改
善
組
合

の
補
助
金
は
、
減
反
政
策
の

廃
止
で
今
後
ど
う
な
る
の
か
。

答　

地
域
農
業
、
耕
地
利
用

状
況
把
握
の
た
め
、
県
、
北

安
曇
、町
の
再
生
協
議
会
は
、

引
き
続
き
生
産
調
整
は
必
要

と
考
え
て
い
る
。
生
産
調
整

が
実
施
さ
れ
て
い
る
か
把
握

の
た
め
、
来
年
以
降
も
補
助

金
は
支
給
し
て
い
く
。

問　

道
路
舗
装
の
優
先
順
位

は
ど
の
よ
う
に
決
め
て
い
る

の
か
。

答　

自
治
会
要
望
を
も
と
に

全
体
調
整
で
決
め
る
。陥
没
、

欠
損
、
水
溜
り
な
ど
ひ
ど
い

個
所
を
優
先
し
て
い
る
。

問　

29
年
度
は
耐
震
改
修
費

補
助
金
が
1
0
0
万
円
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
も
っ
と

ア
ピ
ー
ル
し
て
事
業
の
取
り

組
み
を
推
進
し
て
ほ
し
い
。

答　

今
後
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
て
町

民
説
明
会
を
計
画
す
る
。

問　

修
景
促
進
委
託
料
25
万

円
は
何
に
使
用
し
た
の
か
。

ま
た
、
効
果
は
あ
っ
た
か
。

答　
「
生
活
の
木
」
に
町
の

意
見
も
入
れ
て
ハ
ー
ブ
ガ
ー

デ
ン
の
植
栽
を
提
案
し
て

も
ら
い
、
4
月
29
日
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
成
果
が
あ
っ
た
と
思

う
。 産

業
振
興
課
関
係

建
設
水
道
課
関
係
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〇実質公債費比率が順調に下がってきていたが、新た
な償還が始まり上昇に転じた。財政状況を見極め、短
期ではなく 5年位の長期的な実質公債費比率の見通し
を立て、資料を提示しつつ行財政運営に努められたい。
〇池田ワイン祭りについて 4年目の本年も含めた実績
を分析し、内容の検討を図られたい。池田町独自色を
出して、ワイン祭りを町としていかに位置付け、充実
させるか更なる調査・研究をされたい。

教
育
保
育
課
関
係

予算決算特別委員会指摘事項

桑ベースのハーブティーづくり

今
年
度
の
ポ
ス
タ
ー



常
任
委
員
会

平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

意
見　

毎
年
家
庭
環
境
が
厳

し
く
な
っ
て
い
る
か
ら
賛
成
。

審
議
結
果 

全
員
賛
成
で
採
択

◉
陳
情　
「
全
国
森
林
環
境

税
の
創
設
に
関
す
る
意
見
書

の
採
択
」
に
関
す
る
陳
情

意
見　

県
は
平
成
20
年
か
ら

森
林
づ
く
り
県
民
税
を
導
入

し
て
い
る
。
こ
れ
以
上
税
金

を
取
る
こ
と
に
反
対
。

意
見　

県
の
来
年
度
の
森
林

税
の
方
針
を
待
っ
て
か
ら
が

よ
い
の
で
継
続
審
査
で
よ
い
。

審
議
結
果　

継
続
多
数
で
継

続
審
査

◉
病
児
保
育
の
実
施
を
求
め

る
陳
情

意
見　

松
本
市
は
新
た
に
2

か
所
開
設
し
利
用
者
が
増
加

し
て
い
る
。
大
北
圏
内
は
1

か
所
も
な
い
。
女
性
の
働
き

や
す
い
環
境
を
早
く
作
る
べ

き
で
賛
成
。

意
見　

大
北
広
域
で
考
え
る

べ
き
だ
。
継
続
で
よ
い
。

意
見　

松
川
と
一
緒
に
取
り

組
む
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、意

見
を
調
整
し
て
か
ら
取
り
組

む
方
が
よ
い
の
で
継
続
に
。

審
議
結
果　

継
続
多
数
で
継

続
審
査

説
明　

18
歳
ま
で
の
子
ど
も

の
医
療
費
は
、現
在
、一
旦
窓

口
で
支
払
い
2
、3
か
月
後

に
受
給
者
負
担
金（
5
0
0

円
）を
除
く
医
療
代
が
銀
行

口
座
に
振
り
込
ま
れ
る
。来

年
8
月
か
ら
窓
口
で
5
0
0

円
を
支
払
う
だ
け
に
な
る
。

問　

受
給
者
証
と
は
ど
ん
な

も
の
か
。

答　

福
祉
医
療
費
の
資
格
に

該
当
し
た
人
に
渡
す
受
給
申

請
証
で
、
現
物
給
付
方
式
と

自
動
給
付
方
式
と
区
別
で
き

る
よ
う
に
発
行
す
る
予
定
で

あ
る
。

審
議
結
果 

全
員
賛
成
で
可
決

◉
陳
情
　
私
立
高
校
に
関
す

る
公
費
助
成
を
お
願
い
す
る

陳
情 ○

議
案

福
祉
医
療
費
特
別
給

付
金
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

振
興
文
教
委
員
会

移住定住促進事業の取り 組みと 8 月豪雨災害の
復旧工事費を可決 !!
まちなかの駐車場整備 小学校に管理機設置

移住定住施策 役場庁舎管理

産業振興課関係
問　旧わでまちホールの駐車場を有料で

貸すことができるか。

答　3月条例改正を検討する

教育保育課関係
問　会染小学校で管理機を購入したが目的は。

答　学校の畑を自分たちで耕すため。また、市民農園や

ハーブセンターでも使用する予定である。

企画政策課関係
問　移住定住推進事業で業者から町の方

向性が見えないと聞いた。広津の問い

合わせが多く、町中と分けた方がよい

のではないか。

答　同じ意見が出ている。地区別に分ける

ことを検討する。

総務課関係
問　庁舎管理経費の施設修理に

ついて、傷みが目立つ箇所

の修理を早くできないか。

答　庁舎全体にあり、逐次進める。

問　火災速報の自動音声で地区名がわかりにくい。無線シ

ステムに頼らない方法もあると思うが。

答　消防署のシステムで流れている。プライバシーもあり、

今後消防署と詰めていく。
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総
務
福
祉
委
員
会

質　　　　疑



平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

移住定住促進事業の取り 組みと 8 月豪雨災害の

移住定住推進事業
805万7000円

まちなか駐車場
整備

1200万円

［財源］
町一般財源　1200万円

防災対策事業費
189万6000円

介護予防拠点
整備事業
930万円

公共土木施設
災害復旧事業
777万6000円

［財源］
町一般財源　189万6000万円

お試し住宅（豊町の教員住宅2棟の改

修）と、移住定住補助金の創設

［財源］
町一般財源　805万7000円

旧わでまちホールあと地
の駐車場整備

防災無線が聞き取
りにくい地域の個
別受信機の修理と
スピーカーの移転

坂下自治会の要望で介護予防拠点施設を

整備する

［財源］
（県）医療介護総合確保基金事業補助金
	 850万円
町一般財源	 80万円

町道7路線の復旧工事と応急工事

［財源］
（国）公共土木施設災害復旧費負担金
	 400万2000円
（地）災害復旧事業債	 250万円
町一般財源	 127万4000円
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平成29年度一般会計補正予算で決まった事業はなに!?

目玉事業　ピックアップ

お試し住宅として活用される教員住宅

被災した町道登波離橋線（相道寺上）



平
成
28
年
度
決
算
審
査
の
意
見

営
を
見
直
す
こ
と
に
よ
り
産

み
出
す
べ
き
と
考
え
る
。

　

厳
し
い
経
済
情
勢
の
な
か

新
た
な
町
民
負
担
を
強
い
る

陳
情
15
号
は「
不
採
択
」と
す

る
の
が
適
当
と
考
え
る
。

　

平
成
27
年
に
、町
が
就
学

前
児
童
の
保
護
者
に
行
っ
た

ニ
ー
ズ
調
査
で「
子
ど
も
の

看
護
を
理
由
に
休
み
が
と

れ
な
い
」と
答
え
る
人
が
多

か
っ
た
。

　

国
は「
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
法
」で
病
児
保
育
を
勧
め

て
お
り
、施
設
整
備
を
助
成

す
る
交
付
金
も
あ
る
。当
地

域
で
の
病
児
保
育
利
用
者
の

利
便
性
を
考
え
る
と
、池
田

町
・
松
川
村
で
北
ア
ル
プ
ス

医
療
セ
ン
タ
ー
あ
づ
み
病
院

い
と
の
連
携
で
す
す
め
る
こ

と
が
現
実
的
と
考
え
、「
採

択
」す
べ
き
で
あ
る
。

「
小
中
学
生
の
給
食
費
1
人

1
万
円
補
助
」、町
国
民
健
康

保
険
税
の
減
額
、在
宅
介
護

給
付
金
制
度
も
実
施
さ
れ

た
。

　

審
査
意
見
と
し
て
、予
算

説
明
書「
わ
か
り
や
す
い
町

の
仕
事
」の
作
成
を
復
活
し

て
欲
し
い
。

　

委
員
会
が
開
催
さ
れ
た

9
月
13
日
現
在
、長
野
県
の

来
年
度
以
降
の
森
林
税
の

方
針
が
示
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
。委
員
会
と
し
て「
県
の
方

針
を
待
っ
て
か
ら
」と
の
意

見
が
あ
っ
た
。そ
の
た
め
継

続
審
査
の
決
定
は
適
当
で
あ

り
、賛
成
す
る
。

　

森
林
の
有
す
る
公
益
的
機

能
を
拡
大
す
る
こ
と
は
意
義

あ
る
こ
と
で
あ
る
。し
か
し
、

そ
の
財
源
は
新
た
な
国
民
課

税
で
は
な
く
、国
の
財
政
運

問　

昨
年
、監
査
委
員
か
ら

不
納
欠
損
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
る
事
と
ご
み
の
量
の
改
善

す
る
よ
う
に
意
見
が
あ
っ
た

が
ど
う
な
っ
た
か
。

答　

不
納
欠
損
の
ア
ニ
ュ
ア

ル
に
つ
い
て
は
、税
や
水
道

な
ど
多
岐
に
わ
た
り
現
在
検

討
を
始
め
て
い
る
。

　

ご
み
減
量
に
つ
い
て
28
年

度
は
27
年
度
に
比
べ
20
t
減

少
し
た
。広
報
活
動
は
し
て

い
る
。

①
28
年
度
決
算
で
約

6
5
0
0
万
円
の
黒
字
と
な

り
、健
全
な
財
政
運
営
が
な

さ
れ
た
。

②「
社
会
資
本
総
合
整
備
事

業
」が
実
施
さ
れ
、ハ
ー
ブ
の

里
づ
く
り
を
進
め
る
ハ
ー
バ

ル
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

事
業
が
実
施
さ
れ
た
。ま
た
、

○
平
成
28
年
度

　
決
算
書
に
つ
い
て

○
認
定 

平
成
28
年
度
一
般

会
計
決
算
の
賛
成
討
論

薄
井
孝
彦
議
員

○
陳
情 

全
国
森
林
環
境
税

の
創
設
に
関
す
る
意
見

書
の
採
択
に
関
す
る
陳

情
の
賛
成
討
論

矢
口
　
稔
議
員

○
陳
情 

病
児
保
育
の
実
施

を
求
め
る
陳
情
の「
継
続

審
議
」へ
の
反
対
討
論

薄
井
孝
彦
議
員
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質
疑

本
会
議
の

予算決算特別委員会の審査意見
検討すべき事項

〇公共施設等総合管理計画の具体化に当たって
は、町民の意見を充分に聴いて実施されたい。

〇安曇野市からの町営バス運行協力金につい
ては、安曇野市住民の利用実態を調査し交
渉されたい。

〇健康に関心の低い若年層に対する健康増進
の取り組みを強化されたい。

〇高齢化比率が37.6％となり、ひとり暮らし
高齢者が 554人に増加した。高齢者が健康
で生活できるよう、更なる取り組みを進め
られたい。

〇ハーバルヘルスツーリズム推進事業は、町
民の参加を促し、町民も巻き込んだ取り組
みとして強化されたい。

〇県道上生坂・信濃松川停車場線の山間部改
良を更に進めると共に、池田町としての今
後の方向性を明確化する取り組みを強化さ
れたい。

〇地域交流センターが町民に有効活用されるよう、利
用について具体的な取り組みを早急に進められたい。
〇地域交流センターが町なかの賑わいを図る核となる
施設になるよう、初期の目的達成のための調査研究
をされたい。

花とハーブの里ブランド化事業(ハーブの寄せ植え体験)



審
査
結
果
一
覧

区分 件　　　　　名 審査結果

認定
平成28年度一般会計歳入歳出決算の認定
(内容 )歳入 48億 6480万 4095円、歳出47億 9970万 2992円
残高 6510万 1103円となった　

認定

認定 平成28年度工場誘致等特別会計歳入歳出決算の認定 認定

認定 平成28年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定 認定

認定 平成28年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定 認定

認定 平成28年度下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定 認定

認定 平成28年度簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定 認定

議案 平成28年度水道事業会計の余剰金処分及び決算の認定 可決

議案
福祉医療費特別給付金条例の一部を改正する条例
(内容 )平成 30年 8月から 18歳までの子どもの医療費が窓口で無料化となる

可決

議案
老人共同作業所設置及び管理に関する条例を廃止する条例
(内容 )作業所が耐震基準に合致しないため3丁目高齢者地域支え合い拠点

可決

議案 町道の路線の廃止 可決

議案 町道の路線の認定 可決

議案
平成29年度一般会計補正予算 (第 3号 )
( 内容 )8366 万 5000 円を追加し、歳入歳出 51億 9152 万 4000 円とする。主な増額は
移住定住促進事業805万 7000円、8月豪雨災害復旧事業777万 6000円など。

可決

議案 平成29年度国民健康保険特別会計補正予算 可決

議案 平成29年度後期高齢者医療特別会計補正予算 可決

議案 平成29年度下水道事業特別会計補正予算 可決

議案 平成29年度簡易水道事業特別会計補正予算 可決

議案 平成29年度水道事業会計補正予算 可決

議案
平成28年度（繰越）まちなかの賑わい拠点施設建設工事請負契約の締結について
(内容 )まちなかの賑わい拠点施設・スペースゼロの新築工事請負契約7830万円（税込）

可決

議案
平成29年度一般会計補正予算 (第 4号 )
( 内容 ) 介護予防拠点整備（坂下地区）事業費930万円（県850万円）

可決

陳情 私立高校への公費助成に関する陳情書 採択

陳情 「全国森林環境税の創設に関する意見書の採択」に関する陳情 継続審査

陳情 病児保育の実施を求める陳情 継続審査

発議 私立高校への公費助成に関する意見書（国および県へ要望） 可決

発議 道路整備事業に係る国の補助率等の嵩上げ措置の継続を求める意見書 可決
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一般質問は、議員の日常
活動と調査・研究、町民
の声や自身の考え方をも
とに、町長や教育長など
の方針を問うものです。

池田町は１人60分の制限時
間内で質問します。議会だよ
りは、スペースの都合上、質
問と答弁が要約してありま
す。臨場感ある本会議での
傍聴をお待ちしております。

あなたの を に町政町政声声
ここが聞きたい
７人が一般質問を行いました

議
会
　
一
般
質
問
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質問者 質問事項

横澤はま

1.「たくましく生きる力」を育む食教育について
2. 町民の健康増進・栄養改善施策について
3. あづみ野池田総合戦略の住民によるまちづくり推進について
4. 地域交流センターの運営と課題について

倉科栄司
1. 中学校における部活動の今後の見通しと対策について 
2. 旧池田北保育園（園舎も含め全体）の有効的な利活用について

薄井孝彦
1. 大雨災害に対する減災対策について
2. 文化財管理施設整備事業など社会資本総合整備計画の進め方について
3.「住宅リフォーム助成制度」の再開について

服部久子

1. 病児保育の実施について
2. 子どもの医療費の窓口完全無料化へ
3. 国民健康保険制度の広域化で国保料はどうなるのか
4. 新生児聴覚検査と難聴者への支援

大出美晴
1. 鳥獣被害対策をどう進めるのか。
2. 想定外の災害に備え、事前にやるべきことはないか。

矢口　稔
1. 障がい者も健常者も共に活動できる事業の推進について
2. インターネットを活用した情報発信の充実について
3. 自治会未加入世帯増加への対応について

櫻井康人
1. 移住定住と人口問題について
2. 健康寿命を延ばすための全町的取組みを



議
会
　
一
般
質
問

問　

食
育
指
導
全
体
計
画
を

基
と
し
た
食
教
育
推
進
は
。

答　

各
校
の
教
育
目
標
に

沿
っ
た
指
導
方
針
の
も
と
、

教
科
・
特
別
活
動
・
総
合
的
な

学
習
の
時
間
で
食
事
の
重
要

性
・
喜
び
・
楽
し
さ
を
理
解
さ

せ
る
指
導
を
し
て
い
る
。

問　

担
任
と
栄
養
教
諭
と
の

連
携
に
よ
る
食
教
育
の
指
導

の
充
実
を
。

答　

こ
れ
ま
で
の
体
制
を

維
持
し
な
が
ら「
見
え
る
化
」

し
給
食
の
充
実
を
目
指
し
た

い
。地
域
の
伝
統
に
触
れ
、豊

か
な
食
生
活
を
送
る
た
め
の

学
習
も
計
画
し
て
い
る
。今

後
、家
庭
で
の
食
育
を
ど
う

す
べ
き
か
考
慮
す
る
必
要
を

感
じ
て
い
る
。

問　

食
育
教
材
の
効
果
的
活

用
は
。答　

担
任
独
自
の
指

導
で
行
っ
て
い
る
が
、

指
導
教
材
の
保
護
者

向
け
の
作
成
も
必
要

で
あ
り
今
後
の
課
題

で
あ
る
。

町
民
の
健
康
増
進
・

栄
養
改
善
施
策
の
取

り
組
み
は

問　

学
校
・
家
庭
・
地

域
の
連
携
で
健
康
長

寿
の
延
伸
に
つ
な
が

る
施
策
を
。

答　

学
校
や
関
係
機

関
と
連
携
し
た
取
り
組
み

や
、Ｐ
Ｔ
Ａ
、地
域
と
共
に
子

育
て
会
議
を
通
し
て
意
見
を

聞
き
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

あ
づ
み
野
池
田
総
合
戦
略

の
住
民
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
推
進
は

問　

ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
振
興

計
画
作
成
の
方
向
性
と
町
民

参
加
の
応
援
団
を
。

答　

ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り

協
議
し
、方
向
性
を
示
し
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
対
応
す

る
。応
援
団
を
募
集
し
、組
織

的
、自
主
的
に
活
動
で
き
る

体
制
を
と
っ
て
い
き
た
い
。

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
運

営
と
課
題

問　

町
民
と
共
に
取
り
組
む

運
営
方
針
、ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

答　

今
年
度
末
に
は
団
体
、

一
般
公
募
に
よ
る
運
営
の
組

織
構
成
作
り
を
す
る
。外
ト

イ
レ
増
設
、水
場
設
備
な
ど

財
政
状
況
等
踏
ま
え
検
討
し

て
い
き
た
い
。施
設
完
成
後
、

当
面
は
指
定
避
難
場
所
に
当

て
、早
い
時
期
に
自
家
発
電

を
整
備
し
、予
備
の
災
害
対

策
本
部
と
す
る
。

「
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
」を

育
む
食
教
育
は

横
澤　

は
ま 

議
員

【
教
育
長
】
学
び
の
地
図
と
し
て
の
改
訂
学
習
指
導
要

領
に
沿
っ
た
食
教
育
を
進
め
る

問　

有
効
的
な
利
活
用
に
つ

い
て
、は
っ
き
り
と
し
た
道
筋

が
つ
い
て
い
な
い
が
町
と
し

て
の
見
解
は
。

答　

様
々
な
ご
意
見
は
き
い

て
い
る
。た
だ
建
物
の
耐
震

性
を
図
る
に
は
多
額
な
費
用

が
必
要
と
な
る
。再
利
用
よ

り
も
更
地
に
し
て
売
却
処
分

が
有
力
だ
が
、現
時
点
で
は

決
定
し
て
い
な
い
。

問　

遊
戯
室
を
残
し
て
、フ

リ
ー
ス
ペ
ー
ス
等
と
し
て
有

効
活
用
は
で
き
な
い
か
。

答　

町
有
の
箱
物
面
積
の
縮

少
と
い
う
計
画
も
あ
る
。方

向
性
が
は
っ
き
り
と
し
た
ら

検
討
し
た
い
。

問　

園
庭
の
面
積
は
貴
重
な

広
さ
で
あ
る
。子
ど
も
が
安

心
し
て
遊
べ
る
遊
具
を
設
置

し
て
欲
し
い
が
。

答　

多
額
の
費
用
が
か
か
ら

な
い
の
で
、関
係
課
と
協
議

し
検
討
す
る
。

問　

園
庭
南
西
の
入
口
の
鉄

製
の
柵
を
撤
去
し
、ス
ム
ー

ズ
な
出
入
り
が
で
き
る
よ
う

ポ
ー
ル
等
に
改
善
し
て
欲
し

い
が
。

答　

現
在
利
用
さ
れ
て
い
る

皆
さ
ん
や
、地
元
自
治
会
の

暫
定
的
な
避
難
場
所
と
し
て

の
活
用
面
か
ら
、改
善
を
検

討
す
る
。

要
望　

方
向
性
を
決
定
す
る

際
は
、関
係
す
る
皆
さ
ん
の

意
見
を
充
分
聴
い
て
ほ
し
い
。

中
学
校
に
お
け
る
部
活
動

の
今
後
の
見
通
し
と
対
策

に
つ
い
て

問　

池
田
町
に
お
け
る
少
子

化
は
急
激
、か
つ
衝
撃
的
な

数
字
と
な
っ
て
い
る
。今
後
高

瀬
中
学
校
で
も
団
体
ス
ポ
ー

ツ
の
部
活
動
が
、生
徒
数
の

減
少
で
活
動
中
止
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
こ
と
が
で
て
く
る

と
予
想
さ
れ
る
。現
場
の
先

生
方
を
中
心
に
対
策
は
検
討

さ
れ
て
い
る
か
。

答　

今
後
近
隣
の
学
校
と
、

合
同
チ
ー
ム
を
つ
く
る
こ
と

を
視
野
に
検
討
し
て
い
く
と

の
こ
と
で
あ
る
。

問　

教
育
委
員
会
の
見
解

は
。

答　

中
学
校
と
の
情
報
共
有

に
努
め
、近
隣
市
町
村
の
教

育
委
員
会
と
連
携
を
と
り
な

が
ら
、団
体
ス
ポ
ー
ツ
の
部

活
動
継
続
に
配
慮
し
た
い
。

旧
池
田
北
保
育
園
の

有
効
的
な
利
活
用
に
つ
い
て

倉
科　

栄
司 

議
員

【
企
画
政
策
課
長
】

更
地
で
の
売
却
処
分
が
有
力
だ
が
、
現
在
は
未
決
定
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議
会
　
一
般
質
問

問　

高
瀬
川
の
氾
濫
防
止
対

策
と
し
て
次
の
3
項
目
を
県

に
要
望
し
て
ほ
し
い
が
。

①
高
瀬
川
に
堆
積
し
た
土
砂

の
排
出
を
。

②
河
川
内
立
木
の
除
去
を
。

③
内
鎌
地
区
霞
提
の
氾
濫
防

止
対
策
に
つ
い
て
検
討
し
、対

策
を
。

答　

①
河
川
氾
濫
の
恐
れ
が

あ
る
個
所
の
土
砂
排
出
を
要

望
し
て
い
く
。

②
治
水
上
支
障
と
な
る
恐
れ

が
あ
る
個
所
の
伐
採
を
要
望

し
て
い
く
。

③
霞
提
の
構
造
・
安
全
性
に
つ

い
て
調
査
研
究
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
要
望
し
て
い
く
。

問　

内
鎌
霞
提
の
河
川
内
に

あ
る
低
水
位
護
岸
の
一
部
が

6
月
下
旬
の
増
水
に
よ
り
破

損
し
た（
写
真
）。県
に
改
修

を
求
め
て
欲
し
い
が
。

答　

大
町
建
設
事
務
所
は
改

修
予
算
を
県
議
会
に
上
げ
て

い
る
。予
算
が
付
け
ば
着
工

に
な
る
。

町
と
大
町
ダ
ム
と
の
連
絡

体
制
の
更
な
る
充
実
を

問　

更
な
る
町
と
大
町
ダ
ム

と
の
連
絡
体
制
の
充
実
に
向

け
文
書
で
確
認
で
き
な
い
か
。

答　

何
ら
か
の
形
で
確
認
で

き
る
よ
う
考
え
て
い
き
た
い
。

30
年
度
・
31
年
度
実
施
の

社
会
資
本
総
合
整
備
事
業

は
町
民
の
意
見
を
聴
い
て

実
施
を

問　

30
年
度
実
施
の
緑
地
公

園
整
備
事
業
の
実
施
計
画
案

の
検
討
は
ど
こ
ま
で
進
ん
で

い
る
か
。実
施
計
画
案
に
つ
い

て
町
民
の
意
見
を
聴
く
会
を

早
期
に
開
催
し
、検
討
を
進

め
て
欲
し
い
が
。

答　

現
在
、設
計
業
者
選
定

を
行
っ
て
い
る
。設
計
業
者
が

決
ま
っ
た
ら
素
案
を
作
成
し
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
聴

く
会
を
12
月
頃
開
け
る
よ
う

準
備
し
て
い
く
。

問　

31
年
度
実
施
の
公
民
館

跡
地
ミ
ニ
公
園
整
備
事
業
・

文
化
財
管
理
施
設
整
備
事
業

の
実
施
計
画
案
の
検
討
は
ど

こ
ま
で
進
ん
で
い
る
か
。

答　

両
事
業
と
も
実
施
計
画

の
策
定
は
来
年
度
行
う
。そ

の
な
か
で
町
民
の
皆
さ
ん
の

意
見
を
聴
き
、31
年
度
に
事

業
実
施
す
る
。

問　

岡
麓
終
焉
の
家
に
あ
る

貴
重
な
資
料
は
文
化
財
管
理

施
設
で
展
示
で
き
な
い
か
。

答　

文
化
財
保
護
員
会
の
審

議
で
も
同
様
の
意
見
が
あ
る

の
で
検
討
材
料
に
し
た
い
。

高瀬川の氾濫防止対策に
ついて県へ要望を

薄井　孝彦 議員

【建設水道課長】県へ要望していく

病
児
保
育
の
実
施
に
つ
い
て

問　

子
育
て
世
帯
は
共
働
き

が
増
え
、子
ど
も
の
病
気
で

仕
事
を
休
み
づ
ら
い
状
況
が

あ
る
。松
川
村
と
共
同
で
病

児
保
育
を
あ
づ
み
総
合
病
院

で
実
施
で
き
な
い
か
。

答　

北
ア
ル
プ
ス
連
携
自
立

圏
で
今
秋
、公
立
施
設
を
視

察
す
る
。あ
づ
み
総
合
病
院

は
実
施
す
る
余
裕
が
な
く
、

松
川
村
も
町
と
同
様
に
連
携

自
立
圏
で
の
実
施
を
考
え
て

い
る
。

子
ど
も
の
医
療
費
の
窓
口

完
全
無
料
化
へ

問　

子
ど
も
の
医
療
費
が

来
年
8
月
か
ら
窓
口
無
料

化
に
な
る
。受
益
者
負
担
の

5
0
0
円
を
な
く
し
完
全
窓

口
無
料
に
で
き
な
い
か
。

答　

県
は
、
受
益
者
負
担

を
維
持
し
現
物
給
付
を
実

施
す
る
。
受
益
者
負
担
を
ゼ

ロ
に
し
た
場
合
、
町
負
担
が

約
7
5
0
万
円
増
え
る
の

で
で
き
な
い
。

国
民
健
康
保
険
の
広
域
化

で
国
保
料
は
ど
う
な
る

問　

国
保
が
広
域
化
に
な
る

と
保
険
料
が
高
く
な
る
と
聞

く
が
ど
う
か
。

答　

第
2
回
試
算
で
高
く
な

る
見
込
み
が
出
た
が
、第
3

回
試
算
の
詳
細
が
9
月
22
日

に
出
る
の
で
検
討
す
る
。

問　

国
保
料
は
他
の
健
康

保
険
と
比
べ
て
高
い
。国
保

基
金
残
高
が
29
年
度
に
は

1
億
9
5
2
3
万
円
に
な
る
。

引
き
下
げ
が
で
き
な
い
か
。

答　

前
年
度
国
保
税
の
引
き

下
げ
を
し
、今
年
度
当
初
か

ら
基
金
を
繰
り
入
れ
た
。県
へ

の
納
付
金
を
確
認
、検
討
し

財
源
確
保
を
図
り
基
金
を
計

画
的
に
活
用
す
る
。

新
生
児
聴
覚
検
査
と
難
聴

者
へ
の
支
援

問　

新
生
児
聴
覚
検
査
の

受
診
状
況
を
把
握
し
て
い
る

か
。ま
た
、検
査
料
補
助
が
で

き
な
い
か
。

答　

29
年
度
か
ら
新
生
児
訪

問
時
に
確
認
し
て
い
る
。今
年

度
4
月
か
ら
8
月
ま
で
の
出

生
児
18
人
中
15
人
は
確
認
し

た
。検
査
料
補
助
は
予
定
し

て
い
な
い
。

問　

難
聴
者
の
社
会
参
加

を
促
す
た
め
に
、公
共
施
設

や
役
場
窓
口
に
ヒ
ア
リ
ン
グ

ル
ー
プ
の
設
置
が
で
き
な
い

か
。ま
た
、難
聴
者
の
シ
ー
ル

な
ど
の
補
助
が
で
き
な
い
か
。

答　

現
在
、手
話
通
訳
や
筆

記
通
訳
を
実
施
し
て
い
る
。ヒ

ア
リ
ン
グ
ル
ー
プ
や
シ
ー
ル

は
今
後
研
究
す
る
。

病
児
保
育
を

あ
づ
み
総
合
病
院
で
実
施
を

服
部　

久
子 

議
員

【
教
育
保
育
課
長
】

将
来
、
大
町
総
合
病
院
で
実
施
の
方
針
で
あ
る
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議
会
　
一
般
質
問

問　

高
瀬
川
近
辺
に
お
け
る

ブ
ド
ウ
等
、
東
山
山
麓
に
お

け
る
農
作
物
の
鳥
獣
被
害
を

耳
に
す
る
。
特
に
広
津
陸
郷

地
区
の
イ
ノ
シ
シ
・
サ
ル
・

鹿
等
に
よ
る
作
物
被
害
は

農
家
の
方
々
の
生
産
意
欲
を

な
く
す
原
因
に
も
な
っ
て
い

る
。
今
で
は
平
地
で
も
被
害

が
頻
繁
に
起
き
て
い
る
。
こ

れ
か
ら
町
と
し
て
も
農
産
品

を
増
や
し
農
業
従
事
者
が
や

り
が
い
を
持
っ
て
作
業
に
専

念
で
き
る
環
境
を
作
っ
て
い

く
必
要
を
感
じ
て
い
る
。

　

鳥
獣
被
害
に
対
す
る
抜
本

的
な
対
策
を
町
が
講
じ
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
。

答　

山
林
と
畑
と
の
境
界
を

明
確
に
す
る
た
め
森
林
整
備

を
行
う
と
同
時
に
電
気
柵
を

設
置
し
、
畑
へ
の
進
入
を
防

止
す
る
と
と
も
に
、
く
く
り

罠
、
銃
に
よ
る
捕
獲
を
行
っ

て
い
る
。
ま
ず
は
数
を
減
ら

す
こ
と
が
一
番
で
あ
る
。
ま

た
一
人
で
も
多
く
の
方
が
狩

猟
免
許
を
取
り
、
鳥
獣
駆
除

実
施
隊
に
参
加
し
て
も
ら
う

よ
う
努
め
て
い
く
。

想
定
外
の
災
害
対
策
は

問　

今
年
も
高
瀬
川
の

大
水
に
よ
り
河
川
敷
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
が
水
没
し

た
こ
と
や
、
道
路
に
土
砂

が
進
入
し
一
時
通
行
が
で

き
な
く
な
っ
た
こ
と
が

あ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
台
風

シ
ー
ズ
ン
で
も
あ
り
、
災

害
が
起
き
る
可
能
性
は

否
定
で
き
な
い
。
想
定
外

の
災
害
に
備
え
、
事
前
に

や
る
べ
き
こ
と
が
あ
る
。

災
害
を
減
ら
す
た
め
に
、

道
路
や
河
川
に
か
か
る

森
林
や
林
の
整
備
を
町

全
体
で
考
え
て
い
く
べ
き

で
は
な
い
か
。

答　

8
月
に
は
大
北
地

域
や
池
田
町
に
お
い
て

も
、
豪
雨
災
害
が
あ
っ
た
。

気
象
情
報
は
精
度
が
向
上
し

て
い
る
が
、
完
全
で
は
な
く

予
知
が
難
し
い
。
道
路
、
河

川
、
森
林
の
災
害
に
対
す
る

整
備
は
、
今
後
そ
れ
ぞ
れ
の

担
当
部
署
に
加
え
、
防
災
担

当
の
意
見
も
取
り
入
れ
、
計

画
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
る
。
ま
た
町

職
員
ば
か
り
で
な
く
、
町
民

の
方
に
も
啓
発
し
て
行
き
た

い
。

鳥獣被害対策を
どう進めるか

大出　美晴 議員

【町長】数を減らすことが一番と考える

問　

町
で
は
数
年
前
ま
で
、

社
会
福
祉
協
議
会
が
主
催
し

て
障
が
い
者
の
方
の
旅
行
事

業
が
行
わ
れ
て
い
た
。そ
の

後
、予
算
削
減
等
に
よ
り
事

業
が
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
。「
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
」か
ら「
福
祉
で
ま
ち
づ
く

り
」の
視
点
で
来
年
度
、み
ん

な
が
参
加
で
き
る
旅
行
事
業

が
実
施
で
き
な
い
か
。

答　

障
が
い
者
の
皆
さ
ん
と

相
互
理
解
を
深
め
る
こ
と
は

有
意
義
で
あ
る
。財
源
、人
員

な
ど
実
現
性
の
あ
る
も
の
か

ど
う
か
判
断
し
て
い
く
。ま

た
、対
象
の
方
の
気
持
ち
を

伺
い
研
究
し
た
い
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

の
駐
車
場
を
整
備
へ

問　

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
、ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

に
基
づ
く
町
の
方
針
は
明
確

に
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　

町
の
方
針
は
各
省
庁

か
ら
の
通
達
に
基
づ
い
て
実

施
し
て
い
る
。今
後
、地
域
交

流
セ
ン
タ
ー
、道
の
駅
な
ど
で

「
※
信
州
パ
ー
キ
ン
グ
・
パ
ー

ミ
ッ
ト
制
度
」に
適
応
し
た
駐

車
場
を
順
次
整
備
し
て
い
く

予
定
で
あ
る
。具
体
的
な
指

針
は
企
画
政
策
課
で
取
り
ま

と
め
て
各
課
に
配
布
し
た
い
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
導
入
運
用
面
に
不

安問　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス（SN

S
 

Facebook ,Tw
itter

）の
導

入
検
討
結
果
は
。

答　

発
信
す
る
内
容
や
コ
メ

ン
ト
の
対
応
が
必
要
で
あ

る
。よ
り
効
率
的
な
方
法
を

引
き
続
き
検
討
し
て
い
る
。

自
治
会
未
加
入
世
帯
の
増

加
災
害
時
の
情
報
伝
達
に

課
題

問　

自
治
会
未
加
入
世
帯

が
増
え
て
い
る
。町
は
未
加

入
世
帯
の
把
握
が
で
き
て
い

な
い
。災
害
時
に
お
け
る
情

報
伝
達
方
法
は
ど
う
す
る
の

か
。

答　

有
事
の
際
の
救
助
活
動

は
隣
近
所
の
方
が
最
も
有
効

で
あ
る
。自
治
会
に
入
ら
な

く
て
も
自
主
防
災
会
へ
は
加

入
し
て
い
た
だ
く
よ
う
呼
び

か
け
を
お
願
い
し
て
い
る
。

問　

自
治
会
か
ら
加
入
を
お

願
い
し
て
も
一
度
断
ら
れ
る

と
勧
誘
し
づ
ら
い
傾
向
が
あ

る
。町
の
窓
口
で
も
対
応
で

き
な
い
か
。

答　

公
民
館
事
業
や
そ
れ
ぞ

れ
の
役
場
窓
口
な
ど
で
声
を

か
け
る
な
ど
対
応
し
て
い
き

た
い
。

障
が
い
者
を
含
め
、み
ん
な
が

参
加
で
き
る
旅
行
事
業
の
実
施
は

矢
口　

稔 

議
員

【
町
長
】
障
が
い
の
あ
る
方
の
気
持
ち
を
伺
い
た
い

※
信
州
パ
ー
キ
ン
グ
・
パ
ー
ミ
ッ
ト

制
度
…
障
が
い
者
等
が
専
用
駐
車

区
画
を
利
用
す
る
た
め
の
県
内
共

通
の「
利
用
証
」を
県
が
交
付
す
る

制
度
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信
州
パ
ー
キ
ン
グ・パ
ー
ミ
ッ
ト

制
度
の
駐
車
場
表
示

水
害
に
あ
っ
た
河
川
敷
グ
ラ
ウ
ン
ド



議
会
　
一
般
質
問
／
8
月
臨
時
会

問　

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
示

さ
れ
て
い
る
2
0
1
4
年

ま
で
の
人
口
実
績
以
降

2
0
1
5
、1
6
年
の
実
績

は
。

答　

2
0
1
5
年
度
の
自
然

増
減
は
80
名
の
減
、社
会
増

減
は
30
名
の
減
。2
0
1
6

年
は
自
然
増
減
で
1
4
6

人
の
減
、社
会
増
減
は
逆
に

29
人
の
増
と
な
り
差
し
引
き

1
1
7
人
の
減
で
あ
る
。こ

の
ま
ま
自
然
減
が
続
く
と
、

2
0
4
0
年
度
の
人
口
は

7
3
0
0
人
程
度
と
な
り
、

対
策
が
急
務
で
あ
る
。

問　

移
住
定
住
の
取
組
み

は
。

答　

近
年
の
移
住
相
談
で
は

30
・
40
歳
代
が
半
数
を
超
す

状
況
で
あ
り
、子
育
て
世
代

を
フ
ァ
ー
ス
ト
タ
ー
ゲ
ッ
ト
、

定
年
退
職
者
を
セ
カ
ン
ド

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
、そ
れ
ぞ
れ

の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
政
策
を

展
開
し
て
い
く
。

問　

移
住
者
と
の
懇
談
を
。

答　

今
年
4
月
に
移
住
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
制
度
を
発
足
さ
せ

行
政
と
情
報
を
共
有
し
、移

住
ツ
ア
ー
を
開
催
す
る
こ
と

で
成
果
も
出
て
い
る
。

問　

空
き
家
を
利
用
し
た
移

住
体
験
と
今
後
の
方
策
は
。

答　

今
回
、直
営
の
移
住
お

試
し
住
宅
2
棟
を
整
備
す

る
。今
後
は
、空
き
家
が
負
の

財
産
に
な
ら
な
い
よ
う
空
き

家
バ
ン
ク
を
経
由
し
た
利
活

用
を
進
め
て
い
く
。

健
康
寿
命
延
伸
の
た
め
の

全
町
的
取
組
み
を

問　

健
康
寿
命
の
定
義
と

は
、健
康
上
の
問
題
で
日
常

生
活
が
制
限
さ
れ
る
こ
と

な
く
生
活
で
き
る
期
間
で
あ

る
と
さ
れ
、男
性
71
．19
歳
、

女
性
74
．21
歳（
国
内
）平
均

寿
命
と
の
差
は
、男
性
9
．01

歳
、女
性
12
．4
歳
で
あ
る
。こ

の
差
は
支
援
や
介
護
を
必
要

と
す
る
期
間
と
な
る
が
町
の

実
態
は
。

答　

町
の
平
均
寿
命
は
男
性

81
．88
歳
。女
性
85
．7
歳
で

あ
る
が
、健
康
寿
命
は
国
が

公
表
し
て
お
ら
ず
不
明
。

問　

平
均
寿
命
と
健
康
寿
命

差
を
短
縮
す
る
た
め
の
重
要

課
題
は
な
に
か
。

答　

病
名
で
は
、が
ん
、心
疾

患
、脳
血
管
疾
患
で
の
死
亡
、

介
護
者
が
増
加
し
て
い
る
。

疾
患
病
名
か
ら
血
管
を
守
る

視
点
で
の
活
動
が
必
要
と
考

え
る
。

問　

町
民
と
ス
ク
ラ
ム
を
組

み
ど
う
対
処
し
て
い
く
の
か
。

答　

地
区
組
織
活
動
と
し
て

各
種
団
体
と
連
携
し
、健
康

教
室
の
開
催
、体
操
普
及
、情

報
発
信
を
し
て
い
く
。

移住定住の促進対策は
桜井　康人 議員

【企画政策課長】年代層のニーズに合った政策を
展開していく

８月議会臨時会は８月２日開かれ次の１件の議案を審議し、
可決した。

　弓道場の移転に伴い安
全確保のため防矢ネット
の設置、多目的利用でき
る更衣室の改修を行う｡

　犯罪を未然に防ぐ抑
止効果等に基づき、保
育園に防犯カメラを設
置する。

　人口増対策を図るものとして、国・県
の補助金を用い「池田町結婚新生活事業」
を行い、新婚世帯に 24万円補助し、人
口対策を図る。

問　結婚新生活支援事業費を踏み台として、どのように人口を
増やしていくか。
答　１つの施策をきっかけに定住促進、結婚と新たな施策も
検討に入っているところで、成果が上がるよう努めていきたい。

８月臨時会の概要

町の説明 町の説明町の説明

本会議での質疑

弓道場建設に伴う
工事請負費増額

財源：一般財源　500万円

〈 29 年 度 一 般 会 計 補 正 予 算 〉

保育園運営事業
財源：一般財源　42万円

結婚新生活
支援事業費
120万円

財源：国補助金　90万円
一般財源　30万円

弓道場移転予定地を視察
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空
き
家
バ
ン
ク
に
期
待
す
る



議
会
視
察
研
修

　８月21日、広津大峯高原「ビ
オホテル八寿恵荘」を中心に、
周辺里山森林浴とカモミール畑
を見学。宿泊者の方々と一緒に
薪割りや釜戸でのご飯炊きやカ
ミツレエキスのお風呂の入浴、
オーガニックの食材や調味料を
使った料理をいただく。
　カモミールという産品を取り入れた、健康維持、増進、癒
し、回復を目的とした滞在型体験である。周辺の里山でミニ
実習を含め、こんな自然と過ごし方があるのだと、また隠れ
た池田町の魅力を改めて発見し、日常の生活を振り返る時間
を過ごすことができた。池田町の次世代セールス事業である。
みなさんも是非体験してみてください。

鶴田町の「朝ごはん条例」の取り組みにつ
いて感想	
◦「学校・家庭・地域・行政」との連携で
食育推進計画を基としたガイドラインで、
町民に啓発を地道に進めることが大切と
感じた。朝ごはん条例は粘り強く、経験
の中で今後、子ども ･親を通し家庭の食
事を変えていきたいという姿勢と熱意に
感動した。	
◦鶴田町では目標値を定め、「増やそう野菜、
減らそう塩分運動」を行っている｡ 生活
習慣病の引き金ともなる塩分摂取につい
て、池田町は推進計画の中で尿中の塩分
調査をやるべきで検討が必要と思う。
◦当町でも町長を中心とした推進体制を確
立し、1年間の検証により今後どのよう
に結びつけていくのか、実績・検証が必要。
旗ふるトップの意欲が反映するものと感
じた。

鶴田町の「朝ご飯条例」を基とした「朝ごはんをしっかり食
べて健康長寿のまちづくり」の取り組み
◦鶴田町の子どもたちは全国より朝食の欠食率と肥満、夜食
を食べる割合が高く、夜更かし傾向にあることから、大人
のみならず子どもたちの健康への危機感から全国初となる
「鶴田の朝ごはん条例」が誕生した。現在の朝ごはん運動
は単に生活リズムの改善だけでなく、学力向上推進にもそ
の目的に広がっている。
◦「朝ごはん条例」の基本方針は次ぎの通りである。①ご飯
を中心とした食生活の改善②早寝早起き運動の推進③安
全、安心な農産物の提供④鶴田町において生産された農作
物（地産地消）の推進⑤食育推進の強化⑥米文化の継承
◦朝ごはん運動推進本部を設置し、町長を本部長、副本部長
を教育長・議会議長・商工会長・農協理事として先導をき
る中、事務局と推進本部の 18の団体が協議・決定してい
くとした組織体制が確立されていることは、町民と共に歩
む健康長寿の町づくりに繋がっているのではと感じた。
◦米・りんご・ぶどう（スチューベント）の豊かな産地であり、
米文化の継承として、18歳未満に一人地元米20㎏を支給。
子育て世帯の支援と米の消費拡大を
後押ししている。
◦家庭・学校・地域の連携からなる、
町を中心とした食生活改善推進協議
会、保健協力員、給食応援隊など関
係団体の協力で、地道な活動が食生
活の改善に繋がっている｡

議会の食育推進特別委員会では、条例制定を視野に入れた食育の調査・研
究を行い、今後の活動に活かすため、全国に先駆け健康長寿の町を宣言し
た青森県鶴田町の「朝ごはん条例と食育推進の取り組み」を視察研修。

〈視察日〉８月２９日（火）　　〈視察先〉青森県鶴田町役場

＊＊＊ハーバルヘルスツーリズムとは＊＊＊

　池田町の「花とハーブ」の自然環境資源を
活用するものです。ハーブや森林のセラピー、
有機農産物など地域食材の食事や農作業体験
などを組み合わせた観光事業で都市部からの
交流人口の増加を図るものです。
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ハーバルヘルスツーリズムってな～に？

視察レポート 青森県鶴田町の「朝ごはん条例」の食育を学ぶ

自
然
に
囲
ま
れ
て

振興文教委員会研修レポート



編
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記
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安
曇
野
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
こ
ど

も
園
お
ひ
さ
ま
は
、
北
ア
ル
プ

ス
を
見
渡
す
池
田
の
里
山
で
、

シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
教
育
を
ベ
ー
ス

に
伝
統
的
な
日
本
の
行
事
や
手

仕
事
、
農
的
な
暮
ら
し
を
大
切

に
、
自
然
と
共
に
あ
る
豊
か
な

保
育
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　
木
々
に
囲
ま
れ
た

ち
い
さ
な
お
う
ち
を

拠
点
に
、室
内
遊
び
で

は
、自
由
あ
そ
び
や

に
じ
絵
、
音
遊
び
な

ど
芸
術
的
体
験
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
毎
日
の
戸
外
活

動
は
、
豊
か
な
自
然

環
境
の
中
で
、
木
の
実
や
石
こ

ろ
を
集
め
た
り
、
動
植
物
の
ち

い
さ
な
命
に
触
れ
合
い
、
森
へ

お
散
歩
に
で
か
け
た
り
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
に
自
然
を
体
験
し
て
い

ま
す
。
お
友
達
や
自
然
と
の
関

わ
り
の
中
で
、
自
分
軸
を
し
っ

か
り
形
成
し
、
ひ
と
り
ひ
と
り

が
あ
る
が
ま
ま
の
自
分
を
大
切

に
日
々
成
長
し
て
い
ま
す
。

　
先
日
、
地
域
の
方
の
畑
で

ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
ト
マ
ト
を
収

穫
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
お
礼

に
園
舎
に
あ
る
か
ま
ど
で
、

子
ど
も
た
ち
と
野
外
調
理
を

し
て
カ
レ
ー
会
を
し
ま
し
た
。

今
後
と
も
み
な
さ
ん
の
愛
に

包
ま
れ
、
地
域
と
繋
が
り
あ

る
子
育
て
の
場
を
創
造
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

包
丁
も
上
手
に
使
っ
て
や
さ
い
切
り

木
登
り
だ
っ
て
へ
っ
ち
ゃ
ら

　
秋
た
け
な
わ
の
季
節
で

す
。
初
め
て
編
集
委
員
に

な
っ
た
ば
か
り
の
私
で
す

が
、
1
1
5
号
の
議
会
だ

よ
り
で
は
早
々
に
文
面
の
配

置
に
大
ミ
ス
を
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
こ
こ
に
お
詫
び
申

し
上
げ
、
今
後
、
緊
張
感

を
も
っ
て
臨
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
私
の
大
好
き
な
作
家
の

故
井
上
ひ
さ
し
氏
の
言
葉
に
、

「
む
ず
か
し
い
こ
と
を
や
さ

し
く
、
や
さ
し
い
こ
と
を
ふ

か
く
、
お
も
し
ろ
い
こ
と
を

ま
じ
め
に
、
ま
じ
め
な
こ
と

を
ゆ
か
い
に
、
そ
し
て
ゆ
か

い
な
こ
と
は
、
あ
く
ま
で
も

ゆ
か
い
に
」
こ
の
よ
う
な
気

持
ち
で
、
よ
り
身
近
に
感
じ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
「
わ

か
り
や
す
く
・
て
い
ね
い

に
・
た
の
し
く
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
編
集
に
心
が
け
て
い
き
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

横
澤
は
ま

■
議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

委
　

員
　

長
　
　
服
部
　
久
子 

副
委
員
長
　
　
横
澤
　
は
ま

委
　
　
員
　
　
矢
口
　
新
平

和
澤
　
忠
志

那
須
　
博
天

 ― 第 5 回 ― 

安曇野シュタイナーこども園 おひさま

西
にしまき

牧　琴
こ と み

美 さん（中島）

・昭和 53年 4月　豊科町（現在の安曇野
市）生まれ
・蟻ケ崎高校卒業後、東京都玉川大学教育
学部教育学科で健康教育（保健体育）、
幼児教育を学ぶ
・卒業後、自然体験活動指導、スポーツ指
導を経て、神奈川県のシュタイナー幼稚
園に勤務
・3年前に長野に帰省し、シュタイナー教
育親子クラスを開催、現在、認可外施設
保育所として安曇野シュタイナーこども
園おひさまを開園。来年度、信州やまほ
いく認定園にむけて申請予定。

略歴・活動内容

　
議
会
報
編
集
委
員
会
が
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
聞
き
し
、
生
の
声
を
届
け
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー

さ
ん
の
ご
意
見
か
ら

◦
内
容
が
わ
か
っ
て
い
る
人
に

し
か
伝
わ
ら
な
い
と
こ
ろ
が

あ
る
。知
ら
な
い
人
、当
事
者

以
外
の
人
に
も
わ
か
る
工
夫

を
。

◦
6
人
し
か
一
般
質
問
さ
れ
て

い
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。

◦
2
、3
ペ
ー
ジ
の
補
正
予
算
事

業
が
写
真
入
り
で
一
目
で
理

解
で
き
て
良
い
。

◦
写
真
の「
香
り
高
く
咲
き
誇

る
ラ
ベ
ン
ダ
ー
」は
、こ
の
色

調
で
は
伝
わ
ら
な
い
。通
常
の

写
真
の
色
の
ほ
う
が
わ
か
り

や
す
い
。「
花
と
ハ
ー
ブ
の
池

田
町
」を
強
調
す
る
た
め
に

大
事
に
し
た
い
。

◦
一
般
質
問
の
答
弁
の
文
字
が

薄
い
。町
民
は
答
弁
に
も
注
目

し
て
い
る
。

◦
議
案
の
件
名
だ
け
で
は
解
ら

な
い
。内
容
の
説
明
を
書
い
て

ほ
し
い
。

◦
ハ
ー
ブ
事
業
を
う
ま
い
魅
せ

方
で
発
信
で
き
る
人
材
の
育

成
を
し
、事
業
を
長
く
や
っ
て

町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ

な
ぐ
よ
う
求
め
る
。

　
議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
さ
ん

を
は
じ
め
、町
民
み
な
さ
ま
の

ご
意
見
を
反
映
し
な
が
ら
、よ

り
親
し
ま
れ
る
広
報
を
行
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

安曇野シュタイナーこども園

おひさま
電話　090-4244-5108

E-mail ohisamaazumino_info@yahoo.co.jp


